
 

【プレスリリース】                                            2025 年 10 月 29 日 

報道関係各位                                           株式会社 Will Smart 

「移動」を支えるテクノロジー企業として地域交通インフラの課題解決に取り組む株式会社 Will Smart（本

社：東京都江東区、代表取締役：石井康弘、以下 Will Smart）は、神奈川県南足柄市の路線バス小

型車転換実証運行事業において、人口減少と運転士不足が進む地域交通に対し、デジタルの力で運行の最

適化を実現するシステムを開発しました。南足柄市の実証運行では、生活交通と観光需要の両立を支える新

たな運行モデルの構築を目指します。 

（左は実際に運行される小型車両、右は運転士が使用する運行支援端末（電子スターフ）。現場の業務を視

覚的にデジタル化し、直感的に運行情報を確認できます。） 

 

■背景と目的 

全国的なバス運転士不足の影響により、南足柄市内を運行する関本～地蔵堂・内山間のバス路線では、一部

時間帯での減便が発生し、通院・買物・通勤・通学や登山客など、地域住民と観光客双方の移動手段の確保

が課題となっていました。 

 

そのため、大型二種免許を要する路線バスから、普通二種免許で運転可能な 9 人乗り小型車への転換が可能

かを明らかにする実証運行を実施することとなりました。 

本実証運行は、住民の生活基盤と観光振興を支える公共交通を、デジタル技術で再設計する取り組みであり、

南足柄市の“暮らしと訪れ”を支える新たな公共交通モデルとして位置づけられています。 

 

Will Smart はこれまで、複数のバス事業者向けに運行データ分析基盤の提供や予約管理システムの提供をして

きた実績があります。本実証運行では、その知見を活かし、市で設定した運行区域と利用者が事前に予約した運

行区域を組み合わせたハイブリッド運行モデルの実現手段として、紙による運行指示や電話連絡に依存していた現

場業務をデジタルに置き換え、限られた人員でも正確かつ効率的な運行を実現します。 

 

■事業体制 

南足柄市を主体に、伊豆箱根交通が運行、Will Smart がシステム提供と運用支援を、ケー・シー・エスが調査・

データ分析等を担当。 

Will Smart、南足柄市でハイブリッド運行支援システムを開発・提供 

「市設定の運行区域＋利用者事前予約の運行区域」併用モデルで、地域交通の未来を再構築 

デジタル技術で、持続可能な移動インフラを実現 



■提供ソリューションの概要 

Will Smart は、デジタル技術を活用することで人手がかからない業務推進を実現するためのソリューションを提供し

ました。 

運行指示書を電子化し、ドライバーへの情報伝達をリアルタイム化。Web 予約機能により、予約制区間と定時

運行区間をシームレスに管理。利用者には運行状況を可視化するバスロケーション機能を提供し、現場・利用

者・行政の 3 者がつながる仕組みを構築しました。これにより、運行の効率化と利用者満足度の向上を同時に実

現し、地域交通の持続的な運営体制の確立に寄与します。 

 

■実証運行概要 

➢ 運行期間：令和 7 年 10 月 6 日（月）～12 月 27 日（土） 

➢ 運行時間：平日・土曜 8 時～20 時（現行路線バスが運行していない時間帯のみ） 

➢ 運行区域：関本～矢倉沢・内山・地蔵堂 

➢ 使用車両：トヨタハイエースワゴン（乗車定員 9 人、普通二種免許可） 

➢ 運行事業者：伊豆箱根交通株式会社 

 

■今後の展開 

南足柄市で継続中の実証運行期間中、Will Smart はシステム運用のフォローアップを継続的に実施し、運行

指示や予約管理のサポートを行います。市との緊密な連携を通じて、実証成果をリアルタイムに反映した運用改善

を図り、運行の安定稼働を支援します。 

Will Smart は本システムで得られた運行データをもとに、他地域での適用や改善を進め、地域特性に応じた柔

軟な運行モデルの確立を目指します。  



■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

株式会社 Will Smart とは 

Will Smart は「自らのアイディアとテクノロジーを活用し、社会課題を解決する」をミッションに掲げ、モビリティ業界の

DX を通じて、人やモノの移動をより自由でスマートにする社会インフラの構築を推進しています。 

特に、デジタル技術を活用した既存業務の無人化や自動化に強みを持ち、バスターミナルにおけるバスダイヤ統合

表示システムの新規開発や EV カーシェアリング・無人レンタカー・ライドシェア等を実現する IoT 車載デバイスの提

供、バス共同経営を支えるデータ分析基盤の構築など、幅広い分野での支援実績がございます。 

詳しくは Will Smart の Web サイト(https://willsmart.co.jp/)をご覧ください。 

 

会社概要  

会 社 名：株式会社 Will Smart  

代 表 者：代表取締役社長 石井康弘  

設 立：2012 年 12 月 12 日  

事業内容：モビリティ業界を中心とした事業課題解決に対して DX 技術を駆使したソリューションの企画・提案、

ソフトウェアの受託開発と運用支援。  

資 本 金：630 百万円（2024 年 12 月 31 日現在）  

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 Will Smart 広報担当 

TEL:03-3527-2100 MAIL: pr@willsmart.co.jp 

  

mailto:pr@willsmart.co.jp


【補足説明資料】 

本取り組みにおけるビジネスモデル上の位置づけ 

 

本取り組みは、自治体運営の路線バスにおける実務課題をデジタル化で解決し、持続可能な地域交通の実現を

支援するものです。 

全国の地域ニーズに応じた展開を通じて、Will Smart は自治体・交通事業者向けソリューションの拡張性を高

め、官民連携による安定的な成長モデルの確立を進めます。 

また、本実証で得られる知見を活かし、将来的には今回開発した仕組みの自社サービス化も視野に入れてまいり

ます。 


